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【学校の教育目標】 

課題に“気づき” 

解決を目指し “考え” 

未来を拓くために“実行する”生徒の育成 

 
 

 

 

 

 リハーサルを終え，今年度の体育大会がもう目の前に迫ってきました。実行委員や色リーダーな

どの３年生を中心とした各色や生徒会のリーダーは，練習期間中の様々な課題にしっかり向き合

い，前向きな議論を繰り返し行ってきました。その結果，練習中の指示や動きに３年生としての自

覚が感じられ，大変うれしく思うとともに頼もしさまで感じています。 

体育大会は，今年度最初の全校生徒による学校行事であるとともに，３年生にとっては中学時

代の最後の体育大会です。年度当初から全校生徒をリードする大役を任された３年生。その重圧

に負けず，しっかりと行事を創り上げてくれると信じています。 

そして，１・2年生はさらに主体的に取り組み，各色（各クラス）の団結力を高めていきなが

ら，リーダーである３年生の思いに応え，協力して支えることができる集団の姿を見せてほしい

と思います。 

当日は，競技だけでなく各係や応援など全ての場面で，全校生徒が自分の目標に挑戦する姿を

感じたいと思います。 

（写真：体育大会の練習風景 ※学校のホームページに他の活動もアップしています） 

 １年生が入学してから部活動紹介や歓迎遠足，そして生徒総会。どの活動も１年生にとって新

鮮な初めての体験でした。また，授業では中学校の学習に頑張って取り組む姿や，給食・清掃な

どの当番活動で周りと協力して取り組む姿が多く見られました。 

GWを過ぎて，１年生は中学校生活に次第に慣れてきたように思います。

でも，もし学校生活に少しでも不安を感じていたら，そのときは先生たちを

頼ってほしいと思います。なぜなら，先生たちはみんなの困りに寄り添っ

て，これからどうすればいいのかを一緒に考えたいと思っているからです。 

そして，いろんな活動の中でみんなの笑顔がもっとあふれる学校であって

ほしいと願っているからです。 


